
城西国際大学薬学部　5 年生　葛生  実玖

薬用部位

薬効

生薬名

用途 生の葉は切り傷、虫刺されに外用する。

生の根は打身、喉の痛みに服用または外用する。

鎮咳、去痰、苦味健胃作用

花茎、葉、根茎

蕗の薹（フキノトウ）、蜂斗菜（ホウトウサイ）

　

フ
キ
ノ
ト
ウ
を
食
べた
こと
は
あ
り
ま
す
か
？
フ

キ
ノ
ト
ウ
は
フ
キ
の若
い茎
のこと
で、
天
ぷ
ら
に

し
て
食
べる
と
美
味
し
いで
す
よ
ね
。
実
際
は
食

用
だ
け
でな
く
、
薬
用
にも
な
り
ま
す
。

　

フ
キ
の原
産
国
は
日
本
で、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
全
国
の山
野
に
自
生
し
て
いま
す
。
花

期
は
４
～
５
月
で、
雌
花
は
白
色
、
雄
花
は

黄
色
い花
粉
を
出
し
て
いる
ので
白
黄
色
で
す
。

茎
は
30 

～
40
㎝
に
伸
び
、
萼
が
変
化
し
た
白

く
長
い綿
毛
を
つけ
た
果
実
を
飛
ば
し
ま
す
。
フ

キ
ノ
ト
ウ
は
雪
が
溶
け
始
め
る
こ
ろ
に
地
面
か
ら

出
て
き
ま
す
。
地
域
に
よ
って
寒
さ
や
積
雪
量

が
違
う
ので
採
れ
る
時
期
も
異
な
り
ま
す
。

　

鎮
咳
、
去
痰
作
用
が
あ
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
ま
た

は
葉
（
15
g
）
を
用
意
し
、
コッ
プ
３
杯
の水

を
加
え
て、
半
量
に
な
る
ま
で
煮
出
し
ま
す
。

これ
を
１
日
３
回
に
分
け
て
服
用
し
ま
す
。
生

の
葉
は
潰
し
て
塗
布
す
る
こ
と
で
切
り
傷
や
虫

刺
さ
れ
に効
き
ま
す
。

　

フ
キ
の名
前
の由
来
を
知
って
いま
す
か
？
フ

キ
の葉
は
大
き
く
柔
ら
か
いた
め
、
昔
は
ト
イ
レッ

ト
ペー
パ
ー
の役
割
を
果
た
し
て
いま
し
た
。
そ

の
た
め 「 

お
尻
拭
き 

」 か
ら 「 

フ
キ 

」 と
いう
名

前
にな
った
と
も
言
わ
れ
て
いま
す
。

　

フ
キ
は
ス
ー
パ
ー
に
も
売
って
いま
す
。
独
特

のほ
ろ
苦
さ
が
ク
セ
に
な
る
ので
是
非
食
べて
み
て

は
いか
が
で
し
ょ
う
か
。

学名：Petasites japonica Maxim. 　科名：キク科
フキ

早春の山菜Vol.162



城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 芳香健胃薬、かぜ薬、解熱鎮痛消炎薬、婦人薬などや

香水、調味料、リキュールなどに用いられる。

葛根湯（カッコントウ）、麻黄湯（マオウトウ）など

芳香健胃、発汗、解熱、駆風、血管平滑筋拡張作用

樹皮

桂皮（ケイヒ） 局方生薬

　

甘
く
独
特
な
香
り
で
、
そ
し
て
か
す
か
な
辛

味
が
あ
る
シ
ナ
モンは
、
世
界
で
最
も
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
いる
ス
パ
イ
ス
で
す
。
シ
ナ
モンと
し

て
利
用
さ
れ
る
樹
木
は
いく
つか
あ
り
、
一
般

的
に
シ
ナ
モ
ン
と
呼
ば
れ
て
いる
の
が
セ
イ
ロン

ニッ
ケ
イ
で
す
。
古
代
エジ
プ
ト
で
は
ミ
イ
ラ
の

防
腐
剤
に
使
用
さ
れ
、
当
時
の
エジ
プ
ト
で
は

聖
な
る
儀
式
に
欠
か
せ
な
いス
パ
イ
ス
で
し
た
。

ま
た
、
大
航
海
時
代
に
は
世
界
四
大
ス
パ
イ

ス
の一
つと
し
て
重
宝
さ
れ
て
いま
し
た
。

　

セ
イ
ロンニッ
ケ
イ
は
イ
ンド
南
西
岸
、
ス
リ

ラ
ンカ
、
マレー
シ
ア
を
原
産
と
す
る
常
緑
高

木
で
す
。
黄
白
色
の
小
花
を
つけ
、
樹
皮
は

厚
く
赤
色
を
帯
び
て
いま
す
。
樹
皮
を
乾
燥

さ
せ
た
生
薬
は「
桂
皮
」
と
呼
ば
れ
て
いま
す
。

シ
ナ
モンの
甘
い香
り
は
「
桂
皮
ア
ル
デ
ヒ
ド
」

や
「
オ
イ
ゲ
ノ
ー
ル」
の
芳
香
成
分
か
ら
な
る

匂
いで
す
。

　

桂
皮
は
芳
香
健
胃
薬
と
し
て
食
欲
不
振
、

消
化
不
良
に
用
いる
ほ
か
、
発
汗
、
解
熱
の

効
能
が
あ
る
た
め
、
か
ぜ
薬
、
解
熱
鎮
痛
消

炎
薬
な
ど
の
漢
方
処
方
に
繁
用
さ
れ
て
いま

す
。
漢
方
薬
の
中
で
代
表
的
な
か
ぜ
薬
で
あ

る
「
葛
根
湯
」
や
熱
の
出
る
急
性
疾
患
の

初
期
に
用
いる
「
麻
黄
湯
」
な
ど
に
配
合
さ

れ
て
お
り
、
重
要
生
薬
の一
つで
す
。

学名：Cinnamomum verum  J. S. Presl 　科名：クスノキ科
セイロンニッケイ

甘くエキゾチックな香りVol.163



城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 芳香健胃薬として用いられる。

製菓や料理の香辛料に用いられる。

血圧降下、心拍数減少、血糖上昇、末梢血管拡張、鎮痙作用

根皮

肉桂（ニッケイ）

　

ニッ
キ
と
いえ
ば
、
京
都
の代
表
的
な
和
菓

子
の八
ツ
橋
が
あ
り
ま
す
ね
。
ニッ
キ
と
いう
呼

び
名
は
、
植
物
の
ニッ
ケ
イ
か
ら
き
た
も
の
で

す
。
ニッ
キ
の
独
特
な
甘
い香
り
は
シ
ナ
モンと

よ
く
似
て
いま
す
が
、
違
いを
ご
存
じ
で
す
か
。

　

ニッ
ケ
イ
は
中
国
原
産
で
あ
り
、
和
歌
山
、

高
知
や
九
州
の
暖
地
で
自
生
し
て
いる
常
緑

高
木
で
す
。
夏
に
な
る
と
淡
黄
緑
色
の
小
さ

な
花
を
つけ
ま
す
。
干
し
た
ニッ
ケ
イ
の
根
皮

を
「
肉
桂
（
ニッ
キ
）」、「
日
本
桂
皮
」
と

呼
び
、
セ
イ
ロン
ニッ
ケ
イ
の
樹
皮
を
乾
燥
さ

せ
て
作
ら
れ
た
「
桂
皮
（
シ
ナ
モ
ン）」
の
代

用
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
気
品
の
あ
る
香
り
が
し
、
甘
味
、
辛
味

が
あ
る
の
で
主
に
製
菓
用
の
香
辛
料
と
し
て
需

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
肉
桂
に
比
べ、
桂
皮

の
ほ
う
が
香
味
も
優
れ
て
いる
た
め
、
最
近
は

生
産
が
少
な
く
な
っ
て
いま
す
。
ニッ
ケ
イ
は

芳
香
成
分
で
あ
る
「
オ
イ
ゲ
ノ
ー
ル」
を
含

ま
な
いた
め
、
シ
ナ
モ
ンよ
り
も
ス
パ
イ
シ
ー
な

香
り
が
し
ま
す
。

　

ニッ
ケ
イ
の
根
皮
の
粉
末
は
製
菓
や
料
理

に
使
わ
れ
て
いま
す
。
か
つて
は
、
子
供
のお
や

つと
し
て
細
い根
を
束
ね
た
も
の
が
駄
菓
子
屋

で
売
ら
れ
て
いた
そ
う
で
す
。
ま
た
芳
香
健
胃

薬
と
し
て
食
欲
不
振
、
消
化
不
良
に
用
いら

れ
て
いま
し
た
。

学名：Cinnamomum sieboldii Meisn. 　科名：クスノキ科
ニッケイ

和菓子のスパイスVol.164
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